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よこがお編

し
ん
た
い
い
し

洲
崎
神
社
の
神
体
石

　

平
安
時
代
の
末
に
、
合
戦
に
敗

れ
て
安
房
へ
逃
げ
て
き
た
源
頼
朝

が
、
洲
崎
神
社
に
参
詣
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
平
家
と
戦
う
た
め
、
関
東
の
武

士
た
ち
を
味
方
に
つ
け
た
い
と
祈

る
た
め
で
し
た
。

　

願
い
が
か
な
っ
た
頼
朝
は
、
こ

の
の
ち
洲
崎
神
社
を
あ
つ
く
信
仰
し

て
い
ま
す
。
願
い
が
か
な
っ
た
お
礼

に
土
地
を
寄
進
し
た
り
、
安
房
国
の

役
人
が
寄
進
し
た
土
地
か
ら
年
貢
を

取
ろ
う
と
す
る
の
を
や
め
さ
せ
た

り
、
妻
の
北
条
政
子
の
た
め
に
安
産

祈
願
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
の
洲
崎
神
社
は
、
い
く

さ
の
神
や
航
海
の
神
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
東
京
湾
を
行
き
来
す

る
人
々
が
信
仰
し
て
い
た
の
で
、
室

町
時
代
に
な
る
と
東
京
湾
沿
岸
に

は
、
洲
崎
神
社
の
祭
神
を
勧
請
し
て

祀
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
の
神
田
明
神
、
品
川
の
品

川
神
社
、
横
浜
駅
近
く
の
洲
崎
神

み
は
し
ら

社
、
富
津
市
竹
岡
の
三
柱
神
社
な

ど
で
確
認
さ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ

も
か
つ
て
大
き
な
湊
が
あ
っ
た
とほん

こ
ろ
で
す
。
む
か
し
は
横
浜
市
本

も
く牧
に
も
安
房
洲
崎
神
社
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

か
み

　

ま
た
浦
賀
に
近
い
横
須
賀
市
上

よ
し
い

吉
井
に
は
、
安
房
の
洲
崎
神
社
か

　
　「

ほ
ら
赤
い
帽
子
の
子

ど
も
が
１
年
生
で
す

よ
。
１
年
生
に
と
っ
て

は
、
は
じ
め
て
の
学
校

の
プ
ー
ル
で
す
か
ら

ね
。
緊
張
し
ち
ゃ
う
子

ど
も
も
い
る
ん
で
す

よ
。
で
も
、
し
っ
か
り

上
級
生
が
面
倒
み
て
く

れ
ま
す
よ
。
お
ん
ぶ
し

た
り
、
手
を
引
い
た

り
、
す
っ
か
り
お
兄
さ

ん

、
お

姉

さ
ん

で

し
ょ
」

　
館
野
小
学
校
で
は
、

先
月
４
日
に
プ
ー
ル
開

き
。
こ
の
日
の
気
温
は
28
度
、
水

温
25
・
５
度
。
６
月
初
旬
と
は
言

え
、
日
差
し
は
も
う
夏
。
全
校
児

童
240
人
が
一
斉
に
プ
ー
ル
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。

「
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
い
っ

し
ょ
に
取
り
組
む
さ
わ
や
か
班
を

編
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
の
中
で
、
自
然
と
上
級
生
が
下

級
生
の
面
倒
を
み
る
よ
う
に
な
る

ん
で
す
。
今
年
の
プ
ー
ル
開
き

は
、
水
泳
の
時
間
を
確
保
す
る
た

め
に
例
年
よ
り
少
し
早
め
。
各
学

年
の
目
標
と
し
て
、
水
泳
の
級
も

設
定
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
と
し

て
は
７
～
８
割
の
子
ど
も
が
泳
げ

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

と
く
お

ね
」
（
話
は
青
木
徳
雄
校
長
）

　
館
野
小
学
校
の
水
泳
の
授
業

は
、
夏
休
み
を
は
さ
ん
で
、
９
月

７
日
ま
で
続
き
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
家
庭
内
で
兄

弟
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
高
学
年
、
低
学
年
お
互

い
に
譲
り
合
う
気
持
ち
が
実
体
験

で
き
る
よ
う
に
さ
わ
や
か
班
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
遠
足
や
七
夕
集
会

で
も
学
年
を
越
え
て
同
じ
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

ら
飛
ん
で
き
た
と
い
う
神
体
石
を

あ
わ
ぐ
ち

祀
る
安
房
口
神
社
が
あ
り
ま
す
。

み
ょ
う
じ
ん
や
ま

標
高
75
ｍ
の
吉
井
明
神
山
の
う
え

に
社
殿
は
な
く
、
長
さ
約
２
ｍ
、

幅
86
㎝
、
高
さ
64
㎝
の
石
だ
け
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
房
の
方
向
を
向
い
て
置
か
れ

て
い
る
の
で
、
む
か
し
か
ら
安
房

口
明
神
と
呼
ば
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。
吉
井
の
草
分
け
の
旧
家
で
、
こ
お
び
つ

の
石
の
お
祀
り
を
行
っ
て
き
た
小
櫃

家
は
、
安
房
か
ら
渡
っ
て
き
た
家
だ

と
い
う
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
石
と
安
房
の
関
係
は
は
っ

き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
じ
つ
は

同
じ
よ
う
な
石
が
洲
崎
神
社
に
も

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

館

野

小

さ

わ

や

か

班

あ
る
の
で
す
。　

　

洲
崎
神
社
の
一
の
鳥
居
か
ら
海

岸
へ
降
り
る
と
、
周
囲
の
岩
と
は

異
質
な
赤
黒
い
石
が
あ
り
ま
す
。

正
月
や
祭
礼
に
な
る
と
シ
メ
ナ
ワ

が
飾
ら
れ
た
石
で
、
む
か
し
か

ら
、
こ
の
石
と
対
に
な
る
石
が
神

奈
川
県
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
安
房
口
神
社
の
神

体
石
の
よ
う
で
す
。
安
房
口
神
社

の
石
は
「
ア
」
と
口
を
開
け
、
洲

崎
神
社
の
石
は
「
ウ
ン
」
と
口
を

結
ん
で
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
東
京
湾
の
出
入
口
に
、
ま
る
で

こ
ま
い
ぬ

狛
犬
の
よ
う
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ

の
石
の
正
体
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
む
か
し
東
京
湾
を
行
き
来
す
る

人
々
に
と
っ
て
、
洲
崎
神
社
が
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

８
月
の
市
立
博
物
館
の
休
館
日
は
、６

日
、13
日
、20
日
、27
日
で
す
。

▲洲崎神社の神体石

▲安房口神社の神体石

市民
シ
リ
ー
ズ

～ よ こ が お 編 ～

お姉さんの背中で！
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下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水
道

全
体
計
画
区
域
の
中
か
ら
、
一
定

期
間
内
（
概
ね
５
～
10
年
）
で
整

備
の
完
了
が
可
能
な
区
域
を
事
業

効
果
な
ど
を
考
慮
し
て
選
定
し
、

事
業
計
画
を
策
定
し
て
、
国
や
県

の
審
査
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
、
第
一
期

事
業
（
98
㌶
）
は
、
平
成
３
年
度

に
事
業
認
可
を
受
け
、
翌
年
度
に

着
手
し
、
事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
平
成
12
年
度
末
で
84
・
７
㌶

し
ん
ち
ょ
く

の
整
備
が
完
了
、
進
捗
率
は
86
・

４
％
。
整
備
済
み
区
域
は
、
平
成

10
年
４
月
１
日
か
ら
、
逐
次
、
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。
平
成
13
年

３
月
31
日
現
在
、
区
域
内
の
対
象

件
数
は
千
40
件
で
、
そ
の
内
496
件

が
既
に
接
続
を
完
了
し
、
下
水
道

施
設
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
区
域
も
、
継
続
し
て
事

業
を
進
め
、
平
成
14
年
度
の
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
 
 

市
の
下
水
道
事
業
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ほ
ん
の
一
部

が
整
備
さ
れ
た
だ
け
で
す
。
そ
れ

　
市
で
は
、
第
一
期
事
業
完
了
後
も
、
下
水
道
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
、
次
の
整

備
区
域
を
選
定
し
、
第
二
期
事
業
と
し
て
事
業
計
画
の
策
定
を
行
な
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

こ
の
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
、
区
域
と
基
本
事
項
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
　
問
合
せ
／
下
水
道
課
（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
475
）

で
も
鏡
ケ
浦
は
、
徐
々
に
き
れ
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
、
供
用
区
域
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
区
域
内
の
み

な
さ
ん
は
、
生
活
環
境
の
向
上
と

海
や
河
川
の
水
質
保
全
の
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。

　
町
内
会
や
ご
近
所
の
集
ま
り
な

ど
で
、
下
水
道
の
説
明
を
希
望
さ

れ
れ
ば
、
職
員
が
訪
問
し
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
意
見

や
ご
質
問
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　

接続状況

平成13年３月31日現在

▼第１期事業の概要

＊財源内訳の起債（借入金）額の約1/2は地方交付税として国から交付される見込みです。

（平成13年３月31日現在）

　
日
時
／
７
月
22
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

頃　
場
所
／
鏡
ヶ
浦
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
下
水
道
全
般
と
第

２
期
事
業
計
画
の
説
明
・
意

見
交
換
、
専
門
業
者
に
よ
る

宅
内
排
水
設
備
や
水
洗
ト
イ

レ
へ
の
改
造
相
談
、
施
設
見

学

496
件
が
接
続
完
了

拡
大
さ
れ
る
下
水
道
エ
リ
ア

▲昨年の見学会

※起債額の約1/2は地方交付税とし　

て国から交付される見込みです。

事業期間／平成14年～平成20年

第２期事業の概要
事業区域／地図で  　色の区域（約97ha）

事業概要／汚水管渠整備 約97ha

　　　　　雨水渠整備    約６ha （下町排水路）

　　　　　終末処理場整備（施設の増設）

概算事業費／約63億円

　　 汚水管渠・雨水渠整備  約42億円

      終末処理場整備　　　 約21億円

　　　財源の内訳

 　　　　　　国・県補助金　約19億3千万円

　　　　　　 受益者負担金　約 3億5千万円

　　　　　　 市　費　　　　約 9億2千万円

　　　　　　 起債（借入金） 約31億円

第１期事業区域

第２期事業区域

雨 水 整 備 区 域

終 末 処 理 場

公公公公公共共共共共下下下下下     水道事業エリアさらに拡水道事業エリアさらに拡水道事業エリアさらに拡水道事業エリアさらに拡水道事業エリアさらに拡大大大大大！！！！！
第２期第２期第２期第２期第２期     事業計事業計事業計事業計事業計画画画画画（（（（（案案案案案）））））区域と概要を公表区域と概要を公表区域と概要を公表区域と概要を公表区域と概要を公表

事業区域別

第１期事業

区域全体

これからの

整備区域

　　 面　積

　　98.0ha

 (内84.7ha完了）

　　13.3ha

　  　事  業  概  要

汚水管渠整備

　総延長21,331m

　　  (内19,205ｍ完了)

終末処理場整備（完了）

　用地所得　39,345㎡

　管理棟・汚泥棟建設

　水処理棟建設

　関係設備の設置

汚水管渠整備

　総延長2,126ｍ

　　　 　 事　業　費

163億5千万円

　管渠整備　60億２千万円

　処理場整備　103億３千万円

＊財源内訳

　国・県補助金　70億４千万円

　受益者負担金　 ２億８千万円

　市費　　　　　21億３千万円

　起債（借入金）　      69億円

６億５千万円

　管渠整備　６億５千万円

事 業 期 間

平成３～平成14

平成13・14予定

下
水
道
事
業
を 

聞
い
て
、
見
て
、
知
っ
て
、
話
す
会

汚れた水をきれいにしてくれる
　小さな生き物を観てみませんか

接続済
47.7％

未接続
52.3％

接続済
47.7％

未接続
52.3％
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循
環
バ
ス
は
市
民
生
活
の
足
を

確
保
し
、
高
齢
者
や
環
境
問
題
、

循
環
バ
ス
の
目
的

運
行
路
線
（
左
図
参
照
）

　
館
山
駅
を
中
心
と
し
て
、
市
役

所
な
ど
の
公
共
施
設
や
商
店
街
、

住
宅
地
、
観
光
施
設
な
ど
を
結
び

中
心
市
街
地
を
循
環
す
る
路
線
で

す
。
停
留
所

　
高
齢
者
や
障
害
者
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
、
お
お
む
ね
300
ｍ
程
度

の
間
隔
で
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

運
行
間
隔

　
待
ち
時
間
が
あ
ま
り
長
く
な
ら

な
い
よ
う
、
30
分
以
内
の
待
ち
時

間
で
運
行
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
１
周
に

要
す
る
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

運
賃
　
わ
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い

運
賃
と
し
、
１
回
の
乗
車
に
つ

き
、
一
律
100
円
～
150
円
が
望
ま
れ

ま
す
。

循
環
バ
ス
の
運
行
イ
メ
ー
ジ

　
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
足
、
街
の
顔
と
し
て
親
し
ま
れ

運
行
さ
れ
て
い
る
街
も
多
く
あ
り

ま
す
が
、
逆
に
利
用
者
も
少
な
く

運
行
廃
止
を
す
る
市
町
村
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
検
討
結
果
は
、
あ
く
ま
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
基
づ
い
て

検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
市
民
や
既
存
業
者
の
十

分
な
意
見
を
得
な
が
ら
、
地
元
交

使
用
車
両

　
使
用
す
る
バ
ス
は
、
狭
い
道
で

も
運
行
可
能
な
小
型
車
両
と
す
る

こ
と
、
環
境
に
や
さ
し
い
低
公
害

車
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
高
齢
者

や
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
、
床
が
低
く
、
乗
り
降
り
し
や

す
い
車
両
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

収
支
予
測

　
運
賃
を
100
円
と
し
た
場
合
の
年

間
の
利
用
者
収
入
は
約
千
800

万

円
、
150
円
と
し
た
場
合
は
約
２
千

700
万
円
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
で
、
支
出
は
バ
ス
の
運
行
経
費

な
ど
、
年
間
で
約
３
千
370
万
円
と

予
測
さ
れ
ま
し
た
。

通
事
業
者
へ
の
運
行
委
託
を
含
め

た
別
途
の
協
議
、
調
整
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
交
通
事
業
者
以
外
の
団
体
を
代

表
す
る
複
数
の
検
討
委
員
会
か
ら

も
、
今
回
検
討
が
な
さ
れ
た
循
環

バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
反
対
す
る

旨
の
意
思
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
一

部
の
バ
ス
会
社
か
ら
は
、
導
入
反

対
の
陳
情
書
、
意
見
書
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
、
今
後
の
参
考
と
し
ま
す
。

武蔵野市の循環バス

●変わります！参議院選挙●●●

　
投
票
日
に
出
張
、
旅
行
や
病
気

な
ど
の
た
め
投
票
で
き
な
い
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
日
前
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
指
定
し
た
病
院
や

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
っ
て
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
で
投
票
で
き
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
市
内
の
施
設
は

次
の
８
つ
で
す
。

　
指
定
施
設
／
館
山
病
院
、
北
条

不
在
者
投
票

循
環
バ
ス
検
討
内
容
を
公
表

　市では、昨年度から、市内の交通事業者（バス・タク

シー）、福祉、観光、商業、町内会関係者などを中心とする

「館山市循環バス導入検討委員会」を組織し、循環バスにつ

いて検討を進めてきました。検討にあたっては、循環バスの

利用について、市民アンケートやヒアリングを実施しまし

た。一部の交通事業者からは導入に反対の意見もありました

が、この委員会には専門的・技術的な立場で参画いただき、

貴重なご意見やご指導をいただきました。現在の考え方をお

知らせしますので、みなさんのご意見をハガキや手紙、

ファックス、Ｅメールでお寄せください。

　問合せ／〒294－8601　企画課

　　　　　!22―3111（内線511）・FAX  23－3115

　　　　　E－mail  kikakuka@city.tateyama.chiba.jp　

　  　　

あなたのご意見を
お寄せください

　
投
票
所
へ
の
入
場
券
は
、
公
示

後
、
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

　
万
一
、
入
場
券
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
な
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
込
で
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
朝
日
、
読

売
、
毎
日
、
日
本
経
済
、
産
経
、

東
京
、
千
葉
日
報
の
各
新
聞
に
折

り
込
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
新
聞
を
取
っ
て
い
な

い
人
は
、
選
挙
公
報
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

そ
の
障
害
が
一
定
の
基
準
に
あ
て

は
ま
る
人
は
、
家
か
ら
、
郵
便
で

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
で
投
票
す
る
と
き
は
、
事

前
に
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
便

投
票
証
明
書
を
も
ら
い
、
そ
の
証

明
書
を
添
え
て
、
投
票
用
紙
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
体
や
目
が
不
自
由
な
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
書
け
な
い
人

は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
投

票
所
の
係
員
が
代
筆
し
ま
す
。

　
係
員
は
、
投
票
の
秘
密
を
守
る

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
誰
に
投

票
し
た
か
は
絶
対
に
他
の
人
に
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に

よ
る
投
票
も
で
き
ま
す
。
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
れ
ば
点
字
器
を

お
貸
し
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
!
22
―
３
１
１
１
　
内
線
527
）

非拘束名簿式比例代表制でこう変わります。

定数が252人から242人に減りました。

　比例代表選出議員が100人から96人に、選挙

区選出議員が152人から146人になりました。

（千葉県選挙区選出議員の数は今までどおり4人

です）

　今回の選挙で半分の126人が改選されます｡

病
院
、
小
林
病
院
、
安
房
医
師
会

病
院
、
田
村
病
院
、
館
山
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
館
山
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
赤
門
な
の
は
な
館

政党名または

候補者を書い

て投票

政党名を

書いて投票

得票数の最も

多い候補者か

ら順に当選

候補者名簿を

提出した政党

等のみ選挙

運動ができた

候補者名簿を

提出した政党

等のほか候補

者個人も選挙

運動ができる

候補者名簿に

記載された

順に当選

今までは… これからは…

一
票
が
　
あ
な
た
の
ゆ
め
を
　
ひ
ら
く
カ
ギ

　近々、参議院議員通常選挙が予定されていますが、今回の参議院選挙から比例代表選出議員の選挙に

非拘束名簿式比例代表制を導入し、定数削減を行いました。

そ
し
て
観
光
振
興
な
ど
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
バ
ス
と
し

て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
循
環
バ
ス
の
導
入
に

加
え
て
、
既
存
の
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
と
の
接
続
や
連
携
の
強

化
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
等
の
推

進
な
ど
、
総
合
的
な
対
応
を
図
る

こ
と
で
、
公
共
交
通
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

意
見
を
も
と
に
さ
ら
に
検
討

入
場
券
は
郵
送
で
、

選
挙
公
報
は
新
聞
折
込
で

障
害
者
の
た
め
の
在
宅
投
票

代
理
・
点
字
投
票

せんきょくん

市民グラウンド
老人福祉センター

南総文化センター

館山市役所

銀座商店街
館山病院城山公園

館山小学校入口

安房博物館

商工会議所

ジャスコ

スーパーニコニコ

セントラル
スポーツ 館山駅（東口）

館山駅（西口）

温水プール

八幡神社

中心市街地循環ルート
運行距離16.0ｋｍ/所要時間６０分
（約３０分間隔）



ポイントは
30分以内の歯磨き

平成13年７月１日 67 だん暖たてやま

　
最
近
、
庭
先
で
色
鮮

や
か
な
種
々
の
花
を
い

ろ
い
ろ
な
大
き
さ
や
形

の
鉢
に
植
え
た
り
、
生

け
垣
に
架
け
た
り
し

て
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

光
景
を
市
内
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
か
け
ま

す
。
　
今
年
４
月
に
観
光
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
、
観
光
客
誘
致
に
つ
な
が
る
積

極
的
な
観
光
事
業
の
展
開
や
調
査

研
究
、
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
を

ま
こ
と

展
開
中
の
浅
井
信
さ
ん
。
「
市
民

の
み
な
さ
ん
が
、
日
常
的
に
目
に

し
て
い
る
何
気
な
い
光
景
や
当
た

り
前
の
よ
う
に
見
過
ご
し
て
し

ま
っ
て
い
る
風
景
が
、
ビ
ル
が
乱

立
す
る
都
会
の
雑
踏
で
生
活
し
て

い
る
人
た
ち
に
は
、
新
鮮
で
、
感

動
を
与
え
る
も
の
で
す
。
毎
朝
、

「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
「
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
先
月
14
日
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
母
と
子
の
部
で
は
21
組
、
高

　
会
議
で
は
、
来
校
す
る
地
域
の

人
々
が
抑
止
力
と
な
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
「
開
か
れ
た
学
校
」
を

推
進
し
て
い
く
方
針
を
確
認
。
そ

の
上
で
、
安
全
管
理
を
ど
う
行
っ

て
い
く
か
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
周
辺
な
ど
の
不
審
者
の
情

報
収
集
や
警
察
の
巡
回
ル
ー
ト
に

学
校
を
組
み
込
む
な
ど
警
察
な
ど

と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と

な
ど
が
出
さ
れ
、
関
係
機
関
に
要

請
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
校
内
で
も
、
職
員
が
校
内
巡

回
を
頻
繁
に
行
う
こ
と
や
部
活
や

課
外
活
動
な
ど
で
も
、
常
に
子
ど

も
た
ち
に
つ
く
こ
と
な
ど
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　
登
下
校
の
際
、
不
審
者
な
ど
か

ら
の
対
策
と
し
て
「
子
ど
も
110

番
」
を
子
ど
も
た
ち
に
周
知
す
る

こ
と
や
標
示
板
を
さ
ら
に
見
や
す

い
場
所
に
掲
示
し
て
も
ら
っ
た

り
、
協
力
軒
数
の
拡
大
を
図
っ
て

これからも「開かれた学校」

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
が
最
優
先

い
く
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
110
番
」
は
不
審
者
、
変

質
者
に
よ
る
被
害
や
事
故
に
遭
い

そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
助
け
を

求
め
、
逃
げ
込
め
る
よ
う
に
、
市

内
の
通
学
路
沿
い
の
家
や
商
店
な

ど
千
500
軒
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
「
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
は
、
学
校
生
活
の

最
優
先
事
項
。
今
回
の
よ
う
な
事

件
が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
安
全
指
導
・
安
全
管
理
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
。
校
外
で
も
地

域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
大
切
。

あ
た
た
か
く
子
ど
も
た
ち
を
受
け

入
れ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線
641
）
子
ど
も
110

番
は
生
涯
学
習
課
（
!
22
―
３
１

１
１
内
線
662
）

　大阪教育大学教育学部付属池田小学校での児童殺傷

事件を受けて、市教育委員会では先月12日、臨時小・

中校長会議を招集しました。開かれた学校づくりを推

進している中で起きた今回の事件は、学校現場でも大

きなショック。会議では、学校の危機管理、安全確保

の見直しについて、改めて再点検しました。

自
宅
か
ら
城
山
公
園
ま
で
を
30
分

ほ
ど
か
け
て
散
歩
し
ま
す
が
、
家

庭
菜
園
、
庭
先
や
路
傍
で
目
に
す

る
花
の
何
と
き
れ
い
な
こ
と
か
。

四
季
折
々
、
色
と
り
ど
り
の
さ
り

げ
な
く
、
可
憐
な
花
た
ち
が
自
分

の
心
を
洗
い
、
気
持
ち
を
和
ま

せ
、
ほ
ん
と
に
楽
し
い
時
間
で

す
。
花
の
館
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ

う
や
く
わ
か
り
ま
し
た
」
と
、
話

し
て
い
ま
す
。

「
無
意
識
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

街
や
家
庭
を
花
で
飾
っ
て
い
る
の

は
、
館
山
の
人
た
ち
の
温
か
い
心

の
現
わ
れ
で
し
ょ
う
。
観
光
と
い

う
視
点
で
捉
え
る
と
、
例
え
ば
ブ

ロ
ッ
ク
の
外
側
に
も
花
を
這
わ
せ

た
り
、
自
宅
の
外
側
に
も
鉢
を
置

い
た
り
し
た
家
並
み
が
連
続
し
て

存
在
し
、
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な

し
の
心
を
伝
え
ら
れ
た
ら
、
お
互

い
に
も
っ
と
豊
な
気
持
ち
に
な
れ

る
と
思
い
ま
す
」
と
も
付
け
加
え

て
い
ま
す
。

　
市
民
ひ
と
り
一
人
が
で
き
る

「
花
づ
く
り
」
で
街
を
花
い
っ
ぱ

い
に
で
き
た
ら
…
。

補
助
金
と
商
店
街
が
家
賃
の
一
部

を
負
担
）
で
、
１
年
間
試
験
的
に

営
業
の
場
を
提
供
。
１
年
間
で
営

業
の
見
通
し
が
つ
け
ば
、
独
自
で

他
の
空
店
舗
な
ど
を
借
り
上
げ

て
、
本
格
的
に
営
業
を
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
借
上
店
舗
の
区
画
割

等
改
装
に
伴
う
工
事
費
、
貸
店
舗

に
入
る
創
業
希
望
者
募
集
の
広
告

宣
伝
費
、
空
店
舗
借
上
げ
料
な
ど

に
つ
い
て
、
事
業
費
の
２
分
の
１

を
限
度
と
し
て
同
組
合
に
対
し
て

補
助
。
商
工
観
光
課
で
は
「
創
業

希
望
者
は
小
さ
い
リ
ス
ク
と
資
金

力
で
営
業
が
で
き
、
１
年
経
っ
て

民 の 広 場市

望
み
が
な
い
よ
う
な
ら
方
向
転
換

が
可
能
。
商
店
街
の
営
業
者
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

比
較
的
、
若
い
創
業
希
望
者
が
予

想
さ
れ
る
の
で
、
若
者
を
商
店
街

に
呼
び
込
む
起
爆
剤
に
も
な
れ

ば
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
組
合
で
は
、
館
山
銀
座
商

店
街
振
興
組
合
ビ
ル
１
階
ホ
ー
ル

を
「
レ
ン
タ
ル
ホ
ー
ル
101
」
と
し

て
、
低
料
金
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
銀
座
商
店
街
振

興
組
合
（
!

22
―
１
１
３
０
）
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齢
者
の
部
で
は
11
人
が
参
加
し
、

歯
科
医
師
か
ら
虫
歯
の
有
無
、
治

療
状
況
、
歯
並
び
、
清
掃
具
合
な

ど
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
市
の
入
賞
者
は
母
と
子

の
部
で
は
、
最
優
秀
賞
に
小
柴
香

み
ち
と

子
さ
ん
、
理
人
く
ん
。
優
秀
賞
に

早
川
美
也
子
さ
ん
、
萌
子
ち
ゃ

ん
。
優
良
賞
に
榎
本
敬
子
さ
ん
、

ち
ひ
ろ

千
紘
ち
ゃ
ん
。
高
齢
者
の
部
で
は

最
優
秀
賞
に
和
泉
平
吉
さ
ん
、
優

て
る
よ
し

秀
賞
に
坂
井
昭
吉
さ
ん
、
赤
尾
耕

お

ご

ろ

三
さ
ん
、
優
良
賞
に
小
古
呂
亀
吉

さ
ん
、
佐
野
哲
男
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
小
柴
さ
ん
親
子
は
安
房

管
内
の
１
位
と
し
て
、
安
房
歯
科

医
師
会
会
長
賞
も
受
賞
し
ま
し

た
。
「
夕
食
後
は
必
ず
30
分
以
内
に
歯

磨
き
を
さ
せ
、
仕
上
げ
磨
き
を
し

て
い
ま
す
。
固
い
も
の
も
平
気
で

食
べ
ま
す
よ
」
と
小
柴
さ
ん
。

　
第
10
回
館
山
市
長
杯
争
奪
館
山

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
先
月

17

日
、
館
山
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、
市
内
の
18
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
練
習
を
積
ん
で
き
た

各
チ
ー
ム
だ
け
に
、
初
戦
か
ら
大

き
な
声
援
の
中
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
決
勝
は
３
年
連

続
同
一
対
決
と
な
る
西
岬
チ
ー
ム

と
宿
敵
、
鏡
ケ
浦
ク
ラ
ブ
と
の
対

決
。
５
連
覇
だ
け
は
阻
止
し
た
い

鏡
ケ
浦
で
し
た
が
、
西
岬
の
壁
は

厚
く
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
対
０

で
西
岬
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。
「
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
特
に

選
手
の
ま
と
ま
り
で
す
か
ね
。
悪

い
と
こ
ろ
は
す
ぐ
直
す
。
一
度
教

わ
っ
た
こ
と
は
必
ず
や
る
。
練
習

は
本
番
。
本
番
は
練
習
の
つ
も
り

で
臨
み
ま
し
た
」
と
監
督
の
石
井

徹
さ
ん
は
強
さ
の
秘
訣
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
３
位
は
館
山
とD

O
L
P
H
IN

で

し
た
。

▲「子ども110番」の標示

子どもさんにもう一度、教

えてあげてください。ス

テッカーと標示板がありま

すがデザインは同じです。

▲安房代表の小柴さん母子

強
い  
 

西
岬
！  

つ
い
に
５
連
覇

チャレンジショップ
「ちょこちょこ壱番館」開店
チャレンジショップ
「ちょこちょこ壱番館」開店

　
館
山
銀
座
商
店
街
振

興
組
合
で
は
、
空
店
舗

対
策
事
業
（
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
）
と

し
て
、
十
字
屋
向
か
い

側
の
空
店
舗
を
活
用
し

た
「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
壱

番
館
」
を
先
月
21
日
に

開
店
し
ま
し
た
。

　
商
店
街
に
点
在
す
る

空
店
舗
を
組
合
が
借
上

げ
、
新
規
に
営
業
を
試

み
る
希
望
者
を
募
り
、

商
店
街
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み

で
す
。
空
店
舗
を
１･

５
坪
～
２
坪
程
度
の
小

区
画
に
区
切
り
、
創
業

希
望
者
に
低
家
賃
（
市

ま
ち
が
花
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
…



募
点
数
は
１
人
５
点
以
内
、
入
賞

は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

　
締
切
／
10
月
１
日
（
月
）
必
着

　
賞
／
推
薦
１
作
品
、
特
選
３
作

品
、
入
選
５
作
品
、
佳
作
数
作
品

　
著
作
権
／
入
選
作
品
の
著
作
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

　
発
表
・
展
示
／
11
月
上
旬
に
発

表
。
11
月
下
旬
に
千
葉
そ
ご
う
で

展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
応
募

作
品
の
う
ち
国
民
年
金
広
報
紙

「
ね
ん
き
ん
ち
ば
」
、
機
関
紙

「
き
ん
れ
い
国
年
ち
ば
」
の
表
紙

に
も
採
用
さ
れ
ま
す
。

　
応
募
・
問
合
せ
／
〒
260
―
８
６

０
８
　
千
葉
市
中
央
区
弁
天
町
210

―
３
　
大
宗
北
口
ビ
ル
４
階
　
千

葉
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課
（
!

043
―
207
―
８
８
４
５
）

　
千
葉
社
会
保
険
事
務
局
、

千
葉
県
国
民
年
金
協
議
会
で

は
、
国
民
年
金
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
／
四
季
を
通
じ
て

県
内
の
風
景
、
行
事
、
名
所

旧
跡
、
文
化
財
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
　
サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
で
キ
ャ
ビ
ネ
か
ら
４
つ
切

り
ま
で

　
応
募
規
定
／
①
作
品
の
裏

面
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
題
名
、
撮
影
年
月

日
、
撮
影
場
所
、
撮
影
デ
ー
タ

を
記
入
し
た
応
募
票
を
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。
②
作
品
は
未

発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。
応
募

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
③
応

所
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
返

却
の
有
無
（
返
却
を
希
望
す
る
場

合
の
送
料
は
自
己
負
担
）
を
記
入

し
た
応
募
票
を
貼
付
し
て
く
だ
さ

い
。
②
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
③
採
用
作
品
の
著
作
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
④
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。

「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
安
房

地
域
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
安
房

地
域
の
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
／
安
房
の
風
景
や
行
事

　
撮
影
期
間
／
平
成
11
年
８
月
１

日
～
平
成
13
年
７
月
31
日

　
サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４

つ
切
り
（
ワ
イ
ド
６
つ
～
ワ
イ
ド

４
つ
で
も
可
）

　
応
募
規
定
／
①
作
品
の
裏
面

に
、
題
名
、
撮
影
年
月
日
、
撮
影
場

　
締
切
／
８
月
10
日
（
金
）
必
着

　
発
表
／
採
用
作
品
は
９
月
初
旬

に
発
表
予
定
で
す
。
来
年
の
安
房

地
域
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
に
題
名
、

撮
影
場
所
、
氏
名
、
居
住
市
町
村

名
を
掲
載
し
ま
す
。

　
応
募
・
問
合
せ
／
〒
294
―
８
５

０
４
　
館
山
市
北
条
402
―
１
　
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
安
房
地
域

連
絡
協
議
会
事
務
局（
安
房
支
庁
商

工
労
政
課
）（
!
22
―
７
１
３
１
）

　
テ
ー
マ
／
高
齢
者
が
健
康
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
生
活
を
送
る
こ

寝たきり
予防標語

　
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
／

①
詠
進
歌
は
、

お
題
を
詠
み
込
ん

だ
自
作
の
短
歌
で
１
人
１
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
用
紙
は
、

半
紙
（
習
字
用
の
半

紙
）
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く

だ
さ
い
。

③
病
気
ま
た
は
、
体
が
不
自
由
で

自
筆
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

来来来来来年年年年年のののののおおおおお題題題題題ははははは

は
、
代
筆
も
し
く
は

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
で
印
字

し
て
詠
進
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
理

由
（
代
筆
の
場
合
は
、
代

筆
者
の
住
所
氏
名
も
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）
を

別
の
紙
に
書
い
て
詠
進

歌
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。
視
覚
障
害
の
人

は
、
点
字
で
の
詠
進
も

で
き
ま
す
。

④
書
式
は
、
半
紙
を
横

長
に
用
い
、
右
半
分
に

お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
職
業
（
な

る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
無
職
で
、
以
前
職
業
に
就

い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な

る
べ
く
も
と
の
職
業
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

　
注
意
事
項
／
次
の
場
合
は
、
詠

進
歌
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

①
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

②
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

③
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短

歌
と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し

た
短
歌
で
あ
る
場
合

④
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の

出
版
物
、
年
賀
状
な
ど
で
発
表
し

た
場
合

⑤
体
が
不
自
由
な
ど
で

代
筆
の
理
由
書
を
添
え

た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と

認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の

詠
進
歌

⑥
住
所
・
氏
名
な
ど
を

書
い
て
な
い
も
の

　
締
切
／
９
月
30

日

（
日
）
【
当
日
消
印
有

効
】
　
応
募
先
／
〒
100
―
８

１
１
１
　
東
京
都
千
代

田
区
千
代
田
１
番
１
号

宮
内
庁
封
筒
に
「
詠
進
歌
」と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
歌
は
、

小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
９
月
20
日
ま
で
に
、

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
書
き
、
返
信

用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　館山市消防団は、現在、団長以下393人の団

員が、市民の生命・財産を守るため、火災や台

風など災害に出動したり、行方不明者の捜索な

どの活動を行っています。

　日頃は、機械器具の点検や消防自動車の試運

転、規律訓練など出動に備えています。さらに

奉仕活動などを通じて、地域に密着し、充実し

た消防団活動をめざしています。より消防団を

理解していただくため、組織などについて、お

知らせします。

　今回は、火災やその他の災害などに対応する

ための担当区域と組織を紹介します。

　市内を９分団とし、24個部を編成。各部消防

ポンプ自動車を配備しています。組織は団本部

として、団長（１人）、副団長（４人）、分団長

【本部付】（４人）。各分団には分団長（１人）、

副分団長（１人）。各部は、部長、班長、団員に

より編成されています。

　問合せ／社会安全対策課消防防災係

　　　　　    !22―3111 内線563

と
が
で
き
る
社
会
に
向
け
た
願
い

や
寝
た
き
り
予
防
に
対
す
る
日
常

の
努
力
を
広
く
啓
発
す
る
標
語

（
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
未
発

表
の
作
品
に
限
り
ま
す
）

　
応
募
資
格
／
県
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
し
て
い
る
人

　
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
１
枚
に
１

作
品
と
し
ま
す
。
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
７
月
31
日
（
火
）
必
着

　
賞
／
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀

作
品
１
点
、
佳
作
10
点

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
260
―
８

６
６
７
　
県
庁
健
康
増
進
課
「
寝

た
き
り
予
防
標
語
募
集
」
係

!
043
―
223
―
２
６
６
８

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー

と
標
語
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
作

品
は
、
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
、
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
内
容
／
明
る
い
選
挙
の
推
進
を

表
す
も
の

　
資
格
／
自
由
（
た
だ
し
、
１
人

１
点
自
作
の
も
の
）

　
画
材
／
描
画
材
料
は
自
由

　
サ
イ
ズ
／
45
×
30
㎝
の
も
の
か

ら
55
×
40
㎝
の
も
の
ま
で

　
応
募
上
の
注
意
／
作
品
の
裏
側

右
下
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
を
必
ず
書
い
て

く
だ
さ
い
。
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
版
権
は
、

主
催
者
側
に
属
し
、
作
品
は
自
由

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
内
容
／
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

を
表
す
も
の
。
棄
権
防
止
の
呼
び

か
け
を
表
す
も
の

　
資
格
／
小
学
校
児
童
、
中
学

校
・
高
等
学
校
の
生
徒
、
一
般

（
た
だ
し
、
１
人
２
点
以
内
自
作

の
も
の
）

　
字
数
／
20
字
以
内

　
応
募
上
の
注
意
／
①
応
募
に
際

し
て
は
、
適
当
な
大
き
さ
の
短
冊

を
使
用
し
、１
枚
に
つ
き
１
点
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
②
作
品
の
左

横
に
、
児
童
・
生
徒
は
、
市
町
村

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
を
、
一
般
は
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
審
査
／
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
・
県
選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
で
審
査
し
、

優
秀
作
品
を
選
出
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

!
22
―
３
１
１
１
内
線
527

「
安
房
地
域
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
」
掲
載
写
真

国
民
年
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募
集

いつまでも
健康でいてほしい

募 集

平成13年７月１日 ８９ だん暖たてやま

もっと知って！消防団

春春春春春

 

ポ 

ス 

タ 

ー

 

標
　
　
語

１部

２部

３部

４部

５部

７部

８部

９部

10部

11部

12部

13部

14部

15部

16部

17部

18部

19部

20部

22部

24部

25部

26部

27部

１分団

２分団

３分団

４分団

５分団

６分団

７分団

８分団

９分団

船　形

那　古
　

北　条

長須賀

真　倉

館　山

西　岬

神　戸

富　崎

豊　房

館　野

九　重

１
ブ
ロ
ッ
ク

２
ブ
ロ
ッ
ク

３
ブ
ロ
ッ
ク

４
ブ
ロ
ッ
ク

担 当 分 団

団 本 部
担当部

担当地区

市内全域

宮中歌会始め



エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
赤
ち
ゃ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
参
加
す
る
人
は
、

お
ぶ
い
ひ
も
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

必
要
な
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
）
　
申
込
み
／
健
康
管
理
課
に
電
話
で

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23

―
３
１
１
３
）

　
館
山
市
体
育
指
導
委
員
連
絡
協

議
会
で
は
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
と
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
付
は
随
時
行
な
い
ま
す
の

で
、
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

　
日
時
／
７
月
12
日
、
19
日
、
26

日
、
８
月
23
日
、
30
日
、
９
月
６

「
最
近
ち
ょ
っ
と
太
っ
て
き
た
か

9月25日～26日

１次９月22日
２次10月13～18日
３次（空）11月11日～12月７日

１次９月16日
２次10月３日～９日

１次９月16日
２次10月３日～９日

9月19日・20日

高卒（見込含む）21歳未満の人

18歳以上24歳未満の人

18歳以上27歳未満の人

18歳以上27歳未満の人

18歳以上27歳未満の人

男 子

女 子

２ 等 陸 ・

海 ・ 空 士

募  集  種  目 　試　験　期　日資　　　　　　　　格

そう こう ほ し

曹 候 補 士

そう こう ほ

一 般曹候補学生

航 空 学 生
８月６日
～９月７日

随時

８月６日
～９月７日

８月６日
～９月７日

８月６日
～９月７日

自衛官を募集

問合せ／千葉地方連絡部　館山募集案内所(!22－0385・22－3191 内線466）

日
、
20
日
、

27
日
、
10
月

４
日
、
11
日

（

全

木

曜

日
）
　
午
後

７
時
～
午
後

９
時

　
場
所
／
市
営
市
民
体
育
館
（
館

山
第
二
中
校
内
）

　
指
導
者
／
市
体
育
指
導
委
員

　
参
加
費
／
無
料

　
持
ち
物
／
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
運

動
の
で
き
る
服
装

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線
652
）

ら
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦

し
よ
う
か
な
」一
人
で
は
な

か
な
か
で
き
な
く
て
も
、

同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
間

で
、
励
ま
し
合
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

　
講
師
／
医
師
、
保
健

婦
、
管
理
栄
養
士
、
体
育

指
導
員

　
対
象
／
①
総
合
検
診
の

結
果
、
肥
満
傾
向
の
人
、

②
健
康
づ
く
り
に
興
味
の

あ
る
人

　
申
込
み
・
問
合
せ
／
７

月
10
日（
火
）ま
で
に
電
話

で
健
康
管
理
課
（
!
23
―

３
１
１
３
）
ま
で

ち
ょ
っ
と
太
っ
て
き
た
か
ら

健
康
ス
リ
ム
教
室

　
千
葉
県
で
は
、
東
京
湾
の
水
質

の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、
家
庭

で
で
き
る
水
質
浄
化
対
策
へ
の
理

解
と
協
力
を
得
る
よ
う
視
察
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
３
日（
金
）　
１
回

目
　
午
前
10
時
出
港
　
２
回
目
　

午
前
11
時
30
分
出
港
　
３
回
目
　

午
後
１
時
30
分
出
港
（
各
回
と
も

20
分
前
か
ら
受
け
つ
け
ま
す
）

　
集
合
場
所
／
千
葉
港
船
員
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
千
葉
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
）前
【
京
葉
線
千
葉
み
な
と
駅

ま
た
は
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
千

葉
み
な
と
駅
か
ら
徒
歩
10
分
】

　
参
加
資
格
／
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

　
定
員
／
各
回
230
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選)

　
参
加
費
／
無
料

　
申
込
方
法
／
80

円
切
手
を
貼

　
安
房
保
健
所
な
ど
で
は
、
犬
の

り
、
あ
て
先
を
記
入
し
た
返
信
用

封
筒
と
乗
船
希
望
時
刻
、
希
望
者

全
員
の
氏
名
、
年
齢
（
児
童･

生
徒

は
学
年
も
）、
連
絡
先
の
電
話
番
号

を
記
入
し
た
も
の
を
同
封
の
う

え
、
封
書
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
／
７
月
10
日（
火
）
必
着

　
申
込･

問
合
せ
／
〒
260
―
８
６
６

７
　
千
葉
県
庁
水
質
保
全
課
（
!

043
―
223
―
３
８
１
６
）

　
県
立
安
房
養
護
学
校
で
は
、
障

害
に
つ
い
て
基
礎
知
識
を
学
び
、

障
害
児
（
者
）
と
い
っ
し
ょ
に
活

動
す
る
と
き
に
役
立
つ
よ
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
７
月
21
日
（
土
）、８
月
５

日
（
土
）、19
日
（
日
）、29
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
29
日
は

午
前
９
時
～
12
時
）

　
場
所
／
県
立
安
房
養
護
学
校

　
対
象
／
高
校
生
以
上

　
参
加
費
／
無
料

　
講
師
／
安
房
養
護
学
校
職
員

　
申
込
み
／
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
経
験
を
記
入
し
て
ハ
ガ
キ
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み
先
ま
で

　
申
込
み
先
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
２
３
１
　
館
山
市
中
里
284
―
１

　
千
葉
県
立
安
房
養
護
学
校
内

「
開
放
講
座
」
事
務
局
宛
　
!

28

―
１
８
６
６
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
28
―
１
９

１
７

　
日
時
／
８
月
３
日
（
金
）
午
後
１

時
15
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
上
手
な
離
乳
食
の
進
め

上
手
な
離
乳
食
の
進
め
方

う
ま
う
ま
学
級

方
、
離
乳
食

（
初
期
・
中

期
・
後
期
）

の
調
理
実
習

　
持
ち
物
／

母
子
手
帳
・

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　腰越青壮年会設立記念行事として、腰越区、農家組

合、老人会、生産組合などが協力して、『腰越の里』ま

つりを開催します。
みらい

　腰越の特産品の「味来」（トウモロコシ）と「ぼっちゃ

ん」（カボチャ）の試食・直売やバザー、フリーマーケッ

ト、朝取りの新鮮野菜も多数出店します。

　日時／７月29日（日）9:00～18:00

　場所／腰越生産組合出荷場周辺

　問合せ／『腰越の里』まつり実行委員会

　　　　　　山口安雄（!36―2541）

　　　　内　　容
オリエンテーション

講演「肥満と生活習慣病」
｢あなたの食生活は大丈夫？｣

食生活の講義・グループづくり
バランス食の試食 （調理実習）

グループ学習
｢楽しく運動｣・運動の講義と実技

グループ学習
修了式

体験発表会

　日　　程
７月24日（火）

13:30～15:30
７月31日（火）

9:30～11:30
9月  ５日（水）

9:30～11:30
9月28日（金）

9:30～11:30
10月30日（火）

13:30～15:30

募 集

親
と
子
の

　
　
東
京
湾
視
察
会

犬
の
正
し
い

飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

正
し
い
飼
い
方
、
し
つ
け
方
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
５
日（
日
）午
後

１
時
　
場
所
／
鴨
川
市
役
所

　
内
容
／
「
犬
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
」「
子
犬
、
成
犬
の
正

し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方
」
な

ど
の
講
義
、
犬
を
使
っ
た
模
範

演
技
　
参
加
費
／
800
円（
教
材
費
）

　
定
員
／
家
族
な
ど
50
組

　
締
切
／
７
月
24
日（
火
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
安
房
保

健
所（
!
22
―
４
５
１
１
）

平成13年７月１日 1011 だん暖たてやま

障
害
を
持
つ
人
の
気
持
ち
わ
か
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　受付期間

　　ミニテニスは、バドミントンのコートを使い、
ネットの高さは１m。ビーチボールを小さくした直

径1 2～1 5cmのビニール製のボールを使います。

ゲームはダブルスで、サービスからレシーブまで全

てワンバウンドしたボールを打ちます。

　ビーチボールは、２つのチーム（１チーム４人）

がコート上でネット越しにビーチボールをボレーで

打ち合い、１セット９点を早く得点し、競います。

　「乳がんとは何か」
日時／７月31日（火）

　　　午後５時20分～午後６時30分

場所／館山病院准看護学校２階教室
むらやま

講師／館山病院副院長　邑山洋一　

問合せ／館山病院　管理課

　　　　!22―1122 内線726

青少年の悩みごと合同相談
教育・警察・児童相談・精神保健など各相談機関が

合同で悩みごと相談に応じます。

　日時／７月18日（水）午前10時～午後４時

＊毎月１回（第３水曜日）に実施しています。

　場所／千葉県青少年女性会館

　　　　千葉市稲毛区天台６―５―２

　ＦＡＸ相談／043―251―0849

　問合せ・電話相談／県庁県民生活課

　　!043―223―2330・043―223―2288

　千葉県内の12の少年少女合唱団が、地域を越えて一堂

に集まり、日頃の練習成果を発表し、音楽の輪を大きく

広げていきます。市内からは、館山第二中学校合唱部と

館山市合唱連盟が賛助出演します。

　日時／７月22日（日)　午後1時開演

　場所／南総文化ホール

　主催／千葉県少年少女合唱連盟・館山市・館山市　　

　　　　教育委員会

　共催／(財)千葉県文化振興財団

　入場料／無料

　問合せ／生涯学習課　!22－3111(内線663)

『腰越の里』まつり

第７回
千葉県こども合唱フェスティバル

イ ベ ン ト

▼健康スリム教室日程

南国パール

三芳方面

竹原へ

至鴨川

至千倉
九重駅

小谷病院至館山市街

安房医師会
病院　

府中へ

青年館

集乳所

神社

Ｒ128

箱橋箱橋
川上
種苗

腰越の里
会場


